
別
に
法
門
を
さ
せ
る
と
い
っ
た
こ
と
も
な
く
通
常
の
紫
衣
檀
林
と
し
て
の
扱
い
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
、
桂
昌
院
の
言
う
ほ
ど
祐
天
に
対
し
興
味
を
抱
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
祐
天
と
大
奥
を
結
び
付
け
る
記
述
は
「
飯
沼
弘
経
寺
志
」（『
浄
全
』
十
九
、
八
四
一
頁
）

に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
弘
経
寺
の
末
寺
霊
仙
寺
四
十
七
世
智
廓
が
「
祐
天
上
人
執
次
を
以
鶴
姫
君

御
所
持
御
守
本
尊
厨
子
入
御
紋
打
敷
き
幡
二
拝
領
」
と
あ
る
。
年
号
そ
の
他
不
明
で
あ
る
が
、
鶴
姫
（
綱
吉

女
、
綱
教
夫
人
）
は
宝
永
元
年
四
月
十
三
日
に
卒
し
て
お
り
（『
常
日
記
』）
時
期
と
し
て
は
合
う
。
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
智
廓
に
伝
え
ら
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
祐
天
へ
の
信
仰
が
桂
昌
院
を
通
し
て
大
奥
の
女
た

ち
に
広
が
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

宝
永
元
年
十
一
月
二
十
七
日
増
上
寺
大
僧
正
雲
臥
が
隠
退
を
許
さ
れ
、
二
十
九
日
に
は
伝
通
院
門
周
が
増

上
寺
住
職
を
拝
命
し
た
（『
常
実
記
』）。
そ
し
て
い
よ
い
よ
祐
天
は
江
戸
の
再
命
紫
衣
寺
で
あ
る
伝
通
院
へ
と

転
住
す
る
の
で
あ
る
。

●
第
七
節
　
小
石
川
伝
通
院
住
職
時
代

第
一
項
　
庶
民
と
の
接
点

元
禄
十
二
年
以
来
六
年
目
に
し
て
、
祐
天
は
江
戸
に
帰
っ
て
き
た
。
江
戸
の
庶
民
は
弘
経
寺
の
人
々
よ
り
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も
っ
と
熱
狂
的
に
祐
天
を
迎
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
飯
沼
時
代
よ
り
記
録
と
し
て
も
多
く
を

残
し
た
時
代
で
も
あ
る
。

何
よ
り
も
檀
林
の
住
職
と
し
て
君
臨
せ
ず
決
し
て
権
力
に
お
ぼ
れ
ず
江
戸
の
庶
民
と
接
し
た
祐
天
の
姿
勢

が
、
ま
た
『
利
益
記
』
な
ど
か
ら
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

『
利
益
記
』
に
宝
永
五
年
七
月
の
話
と
し
て
臼
屋
の
娘
は
つ
の
得
益
が
出
る
（
中
、
四
三
丁
）。
夜
な
夜
な

は
つ
の
髪
が
切
ら
れ
少
な
く
な
り
、
食
事
も
喉
を
通
ら
な
く
な
る
。
そ
れ
を
見
た
親
が
隣
の
数
珠
屋
に
相
談

す
る
。
す
る
と
数
珠
屋
は
「
師
（
祐
天
）
の
石
原
（
牛
島
）
に
い
ま
せ
し
時
よ
り
慈
顧
を
蒙
る
よ
し
な
れ
ば
」

と
言
い
、
伝
通
院
に
祐
天
を
訪
ね
た
。
祐
天
は
説
法
の
の
ち
「
女
ハ
是
を
襟
か
け
の
本
尊
と
し
て
念
仏
せ
よ

と
て
名
号
一
幅
を
玉
ハ
リ
十
念
を
授
け
」
た
と
言
う
。
祐
天
は
牛
島
時
代
と
何
の
変
わ
り
も
分
け
隔
て
も
な

く
接
し
た
と
い
う
逸
話
で
あ
る
。

ま
た
、
今
で
も
伝
通
院
の
墓
地
に
祐
天
名
号
の
彫
ら
れ
た
供
養
塔
が
あ
る
。
こ
の
供
養
塔
の
い
わ
れ
は
十

方
庵
敬
順
『
遊
歴
雑
記
初
編
』（『
東
洋
文
庫
四
九
九
』
平
凡
社
、
二
一
七
頁
）
に
載
せ
る
。
文
化
十
年
の
本

で
、
時
代
も
だ
い
ぶ
下
っ
て
お
り
、
石
塔
の
内
容
が
十
分
に
説
明
で
き
な
い
が
大
筋
で
は
史
実
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
内
容
は
、
鵜
飼
十
郎
右
衛
門
義
真
（
石
塔
よ
り
）
と
い
う
首
斬
り
役
人
の
話
で
あ
る
。
あ
る
と
き
、

「
嵯
峨
二
尊
院
の
釈
迦
如
来
が
護
国
寺
に
於
て
開
帳
あ
り
し
か
ば
、
先
祖
鵜
飼
何
某
参
詣
し
て
礼
拝
す
る
と
い

へ
ど
も
、
仏
体
は
雲
霧
の
覆
い
し
如
く
に
て
拝
す
る
事
叶
は
ず
、
鵜
飼
心
底
に
己
が
罪
障
の
深
き
を
恥
て
、

我
家
へ
帰
り
、
水
垢
離
を
と
り
、
六
根
と
も
に
精
進
潔
斎
し
」
て
も
そ
の
仏
に
雲
が
か
か
っ
た
よ
う
に
な
っ





て
礼
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
言
う
。
そ
こ
で
伝
通
院
祐
天
に
そ
の
所
業
を
物
語
り
懺
悔
し
た
。「
祐
天

あ
は
れ
み
て
、
平
生
身
に
つ
け
た
る
袈
裟
と
珠
数
を
あ
た
へ
け
り
、
鵜
飼
忝
さ
身
に
あ
ま
り
、
頓
て
袈
裟
を

着
、
彼
珠
数
に
て
拝
礼
す
る
に
、
仏
体
」
を
あ
り
あ
り
と
拝
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
う
。
そ
の
後
、
義
真

は
自
宅
に
供
養
塔
を
建
て
、
首
斬
し
た
一
千
五
百
五
人
（
石
塔
よ
り
）
を
供
養
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

石
塔
と
内
容
の
合
わ
な
い
の
は
、
元
禄
十
三
年
七
月
十
八
日
西
信
寺
三
世
皓
誉
典
恕
の
代
の
こ
と
で
祐
天

が
伝
通
院
（
宝
永
六
年
十
一
月
十
二
日
）
に
入
院
し
た
と
き
に
、
こ
の
地
（
伝
通
院
）
に
移
し
た
と
の
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
元
禄
十
三
年
と
言
え
ば
、
桂
昌
院
が
清
涼
寺
の
釈
迦
如
来
を
請
じ
護
国
寺
で
御
開
帳
の

あ
っ
た
年
で
あ
る
（
五
月
十
六
日
『
常
実
記
』）。
お
そ
ら
く
そ
の
と
き
の
話
で
あ
り
、
実
際
に
は
義
真
は
西

信
寺
の
住
職
に
相
談
し
た
の
ち
、
祐
天
と
の
接
点
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
祐

天
の
教
化
の
一
話
と
し
て
今
に
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
。

祐
天
の
こ
の
時
代
の
事
績
と
し
て
も
う
一
つ
特
筆
す
べ
き
は
、
専
称
院
の
復
興
で
あ
ろ
う
。
こ
の
話
も

『
遊
歴
雑
記
初
編
』（『
東
洋
文
庫
』
四
九
九
、
一
〇
六
頁
）
に
出
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
の
専
称
院
の
門
前
に

あ
る
長
夜
灯
の
石
塔
に
も
刻
ま
れ
て
い
る
。
詳
細
は
『
Ｔ
Ｈ
Ｅ
祐
天
寺
』（
十
四
、
四
頁
）
に
当
の
専
称
院
住

職
で
あ
る
玉
山
成
元
先
生
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
概
略
を
記
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

祐
天
の
牛
島
時
代
か
ら
の
信
者
に
臼
倉
四
郎
左
衛
門
と
い
う
者
が
い
た
。
祐
天
が
伝
通
院
に
住
職
し
た
翌

宝
永
二
年
、
祐
天
に
自
分
の
隣
地
（
豊
島
の
墨
田
川
沿
い
）
に
あ
る
地
蔵
堂
の
こ
と
を
話
し
、
そ
こ
で
村
の

人
々
に
十
念
を
授
け
て
欲
し
い
と
頼
ん
だ
。
祐
天
は
檀
林
主
と
い
う
立
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
出
か
け
て
い
き



顕誉祐天の研究



村
人
に
十
念
を
授
け
た
。
そ
し
て
、
こ
の
地
蔵
堂
を
寺
に
し
て
長
く
念
仏
弘
通
の
一
助
に
し
た
い
と
言
っ
た

の
で
近
隣
の
村
人
も
協
力
し
、
つ
い
に
宝
永
四
年
正
月
二
十
七
日
亀
嶋
山
地
蔵
寺
専
称
院
と
し
て
復
興
し
た

の
で
あ
る
。
祐
天
は
入
仏
供
養
を
し
、
伝
通
院
の
末
寺
に
加
え
た
の
で
あ
る
。

当
時
は
「
大
小
之
新
寺
、
為
私
不
可
致
建
立
事
」（「
浄
土
宗
法
度
」『
増
上
寺
史
料
集
』
一
、
八
七
頁
）
と

あ
る
よ
う
に
、
幕
府
の
許
可
が
な
け
れ
ば
新
寺
を
建
立
す
る
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。

寺
院
の
修
復
も
「
佛
閣
建
立
并
修
復
等
、
応
其
寺
之
分
際
、」「
私
用
者
勿
論
、
縦
雖
為
寺
院
建
立
、
猥
不
可

致
借
金
并
門
前
屋
敷
質
物
ニ
入
置
事
、
堅
可
為
無
用
事
、」（「
門
末
寺
院
法
度
」『
増
上
寺
史
料
集
』
一
、
元

禄
十
年
、
二
三
九
頁
）
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
祐
天
は
念
仏
弘
通
の
た
め
に
、
村
人
が
資
金
を
出
す
と
い
う
形
で
復
興
を
成
就
せ
し
め
た
の
で

あ
る
。
村
人
が
自
ら
寺
院
復
興
を
発
願
し
た
と
も
言
え
、
祐
天
の
偉
大
さ
が
知
れ
よ
う
。

さ
ら
に
、
現
在
で
も
伝
通
院
祐
天
と
書
さ
れ
た
名
号
が
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
何
よ
り
当
時
の

庶
民
へ
の
教
化
の
証
拠
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

次
は
一
般
庶
民
で
は
な
い
が
伝
通
院
で
の
出
来
事
と
し
て
「
小
石
川
伝
通
院
志
」
に
載
せ
る
話
が
あ
る
。

徳
利
小
僧
と
い
う
話
で
、「
毎
夜
八
つ
時
頃
に
は
十
二
才
計
の
小
僧
徳
利
を
た
ゝ
き
て
こ
ゝ
か
し
れ
ぬ
　
　
と

云
あ
り
き
け
り
」
と
言
う
。
そ
こ
で
祐
天
一
人
で
そ
の
童
僧
と
問
答
し
た
。
そ
れ
以
来
「
出
る
事
な
し
全
く

祐
天
大
和
尚
の
方
便
説
化
よ
り
多
年
の
迷
魂
得
脱
せ
し
そ
か
し
こ
け
れ
」
と
言
う
。

檀
林
志
に
は
珍
し
い
話
で
あ
る
が
、
修
行
僧
の
間
で
さ
え
こ
の
よ
う
な
話
が
広
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、





そ
の
祐
天
の
徳
は
町
中
に
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
項
　
桂
昌
院
と
祐
天

祐
天
は
前
述
の
ご
と
く
庶
民
と
の
接
点
を
保
ち
な
が
ら
、
将
軍
家
と
の
関
係
を
ま
す
ま
す
深
め
て
い
く
。

宝
永
二
年
に
な
る
と
、
正
月
二
十
九
日
に
門
周
が
、
二
月
二
十
六
日
・
四
月
二
十
一
日
に
は
了
也
、
三
月

二
十
一
日
に
門
周
と
祐
天
、
四
月
晦
日
・
閏
四
月
二
十
五
日
・
九
月
四
日
に
門
周
・
了
也
・
雲
臥
、
三
月
二

十
九
日
・
五
月
十
日
・
十
月
二
十
三
日
に
門
周
・
了
也
・
雲
臥
・
祐
天
、
十
一
月
十
一
日
に
門
周
・
祐
天
を

は
じ
め
天
徳
寺
、
幡
随
院
ら
が
登
城
し
て
い
る
。

増
上
寺
の
大
僧
正
た
ち
が
こ
の
よ
う
に
頻
繁
に
奥
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
こ
の
年
が
初
め
て
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
宝
永
二
年
だ
け
で
も
五
回
祐
天
の
登
城
し
た
記
録
が
あ
る
〔『
浄
土
宗
大
年
表
』、『
常
実

記
』、『
隆
光
僧
正
日
記
』（
三
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
四
十
五
年
）〕
。

こ
の
年
六
月
二
十
二
日
、
桂
昌
院
つ
い
に
終
わ
り
の
と
き
を
迎
え
た
。『
檀
通
書
附
』
に
臨
終
の
様
子
が
記

さ
れ
て
い
る
。

桂
昌
尼
公
終
焉
之
砌
祐
師
登
　
城
一

有
二

御
対
顔
一

十
念
授
与
摂
取
之
糸
握
二

両
手
一

而
終
焉
不
レ

乱

﹇
割
注
﹈
貞
誉
僧
正
證
誉
湛
誉
」
三
僧
正
各
列
座
而
以
称
名
同
音
已
上
刻
即
如
レ

入
二

禅
定
一
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